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「人文科学とコンピュータシンポジウム」 平成21年12月

近 代 日本(1868～1945)に お ける 身装 電 子 年 表

 高橋晴子   中川 隆   久保正敏
大阪樟蔭女子大学    国立民族学博物館

本身装電子年表は,明 治元年から第二次世界大戦終結までの日本における近代の衣文化を対象と
して構築したものである。この時期は和装と洋装がせめぎ合った,日 本の衣生活にとっては貴重な

時期であるにもかかわ らず,学 術的な年表が欠落 している。本年表では,事 柄 を 「事件」と 「現

況」にわけて記述することにより,風 俗現象 としての身装のあり方を表現 しようと試みた。 「事

件」では,特 定のある日時に起こった事件を正確な時系列で記述 している。 「現況」では,事 件と

ちがって事の始まりと終わ りが明確でない事柄を文字 と画像によって記述 している。本年表は国立

民族学博物館の ウェブサイ トより発信 しているく服装 ・身装文化データベース〉のサブデータベース
のひとつとして公開している。

A Digital Chronology of the Fashion, Dress and Behavior from Meiji to 
         early Showa periods(1868-1945) in Japan.

   Takahashi Haruko Nakagawa Takashi, Kubo Masatoshi 
   Faculty of Liberal Arts National Museum of Ethnology 

Osaka-Shoin Women's University

This paper describes a digital chronology with images of fashion, dress and behavior from 1868 to 1945 

in Japan. This period when kimono and western style of dress contended with each other, was a  very 

important time for Japanese clothing culture. The chronology is divided into two columns entitled "Events" 

and "Contemporary Conditions". The former, have precise dates given and therefore function in the same 

way as the general timeline. On the other hand, "Contemporary Conditions" in the latter show clothing 

culture more generally and include fads which cannot be connected to exact dates.It will be available 

through the National Museum of Ethnology's website under the heading "Costume Database".

1.ま え が き

 1984年 よ りMCDプ ロジ ェ ク ト[11は,国 立 民

族 学 博 物 館 の ウ ェブ サ イ トか ら,世 界 の衣 服 と

そ の 文化 に か か わ るく服 装 ・身 装 文 化 デ ー タベ
ー ス〉を公 開 して き た

。 本 紙 で 紹 介 す る 「身 装

電 子 年 表(1868～1945)」 を含 めて,現 在 の 本

デ ー タベ ー ス の 内 容 は 表1の 通 りで あ る。 画

像 ・文字 デ ー タ の合 計件 数 は,約22万 点 で あ る。

表1〈 服装 ・身 装 文化 デ ー タベー ス〉

 標本 と文献のサブデータベースを作成するに
あたり,多 くの文献 ・画像資料を収集 ・分析 し
てきたが,こ れ らの資料のなかには,近 代 日本
における新聞のアーカイブズ資料が大量に含ま

れていた。このアーカイブズ資料を利用するこ
とによって,身 装研究が欠落している日本にお

ける近代(1868～1945)史 を電子年表の形式で
補 うことができると考えたのである。

2.「 身装一身体と装い」の概念

 まず,「 身装」の概念をお さえておきたい。
「身装」とは,わ れわれMCDプ ロジェク トの

造語であり,「身体」と「装い」のふたつの言葉を
合成 したものである。その意味するところは次
の通 りである。人が衣服を着装する目的のうち,

その文化的機能は,1)個 人的魅力の他人へのア
ピール,2)自 分の所属を示すサインである。こ
こで 「服装」という概念が生まれるが,そ の服

装です ら,ひ とりの人間についての視覚的イメ
ージの うちでは,必 ず しも支配的な部分 とはい
えない。一般に人が他人を視覚的に評価するポ
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イ ン トは,ま ず顔 を 中心 と した 頭 部 で あ り,第

2が 服 装 を含 め て の全 体 的 な容 姿 で あ り,第3

に身 体 の 動 き 一 振 る舞 い ・しぐ さな どだ ろ う。

さ らに 実 生活 で の 「身装 」 を考 え る と,そ れ は

っ ね に 具 体 的 な シ ー ン(情 景)の な か で の認 識

とな り,そ の 情 景 を,あ る時代 の 文化 的 環境 が

と りま い てい る。 この よ うに,「 身 装 」は着 装 し

た 人 間 を 中 心 と して,同 心 円的 に 拡 が っ て い く

概 念 で あ り,文 化 的環 境 まで を も含 ん で い る。

た とえ ば,1873年 に地 方 の交 通 と道 路 の 状況

の 記 事(東 京 日日新 聞1873/10113(2面))が あ るが,

地 方 で は ま だ 人力 車 が普 及せ ず,値 段 も高 い し

道 も悪 い とあ る。 この よ うな道 路 の状 況 は,当

時 の 履 物 等 旅 装 束 の様 子 と当然 関係 して くる の

で あ る。

3.近 代 日本の身装電子年表

従来の総合年表や専門年表の風俗 ・文化に関
する記述からは,あ る年のいくつかの例は理解
できて も,「 これが当時の服装だ」ではなく,
これもそうだしあれ もそうだという日常的な全

体の様相を把握するのは難 しい。 このような衣
文化の態様を表現す るには,事 柄に関するテキ
ス トと画像を,時 系列に表示できる電子年表の

形が最も適している。

本 電 子 年表 の作成 目的 は,お も に次 の3点 で

あ る。

1)「近代 日本 の あ る時期,こ れ これ の人 々は,ど

ん な身 装 を して い た のか 」とい う具体 的 イ メー ジ

を文 字 と画 像 に よって 時 系列 に提 供 す る。

2)和 装 と洋 装 が も っ と も緊 張 した 関係 に あ った

近 代 の80年 間 の 文化 変 容 を明 らか にす る。

3)近 代 身 装 文 化 に 関す る研 究 の発 展 の た めだ け

でな く,映 画 等 の シー ン作 りに も役 立 てた い。

な お,現 在 の 検 索 可 能 な 文 字 デ ー タ は 約

13,000件,画 像 は約300件 で あ る。

3.1身 装 電 子年 表 の構 成

本 年 表 で は,事 柄 を く事 件 〉,〈現 況 〉,〈回顧 〉

にわ けて 考 えて い る。 身 装 とい う風 俗 現 象 は,

あ る状 況 が とき には 幾 世 代 に も わた って 続 い て

い く性 質 と,気 ま ぐれ で と どま る こ との ない 変

化 を見せ る性 質 のい ず れ を も備 えて い る。

ま た,風 俗 現 象 で あ る 身 装 は,現 象 自体 が 特

定 の 日時 に限 定 され る よ うな性 質 の もの で は な

い 。 た とえ ば,昭 和14年 ～16年 に か けて の 大

都 会 で は,40才 以 下 の 女性 の 多 くが パ ーマ ネ ン

トをか け る よ うに な って お り,そ れ が 戦 時 下 の

日本 にお いて 議 論 の 対 象 に な った の は 紛 れ もな

い 事 実 で あ る。 しか し,そ うした 現 況 の 流 れ は,

特 定 の年 次 の枠 にい れ る こ とはで き ない 。

図1年 表の表示例
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このような性質をもつ身装年表を,年 ごとに

記述す る歴年記述の方法をもって記するには無
理がある。以上の問題点を回避する次善の策 と
して,現 在の年表の枠組みを図1の ように考え
ている。

期の頃」のような表現で記されている事柄は時系

列の枠(暦 年枠)に は入れにくいし,信憑 性も
薄い。これらは主題別,た とえば「素材」,「衣服
改良 ・改良服」などに分類 し,そ のなかで大枠の

区分によって検索を可能にしたい。

1)年 表 の枠組 み

① 〈事 件 〉一普 通 の意 味 で の 年 表 で あ り,特 定 の

あ る 日時 に起 こ った 事 件 を正 確 な 時 系 列 で 記 述

す る。

た とえ ば,「1873年3月20日,天 皇断 髪 し,3日,

皇 后 ・皇 太 后 は 鉄 漿,黛 を廃 す(郵 便 報 知 新 聞

3月43号(2),新 聞雑 誌83号)」,あ る いは,「1924

年7月31日,贅 沢 品 に対 す る輸 入税 の 引 き 上 げ 。

そ の 内容 につ い て の 大 蔵省 発 表。 毛皮,皮 製 品,

香 水,香 料,竈 甲,珊 瑚,真 珠,石 鹸,化 粧 品

等。(読 売新 聞7/31/(4面),8/1/(4面))」 な ど。

② 〈現 況 〉一事 件 とちが って,事 の 始 ま りと終 わ

りが 明確 で な い事 柄 を,文 字 と画 像 に よ って 記

述 す る。 そ の時 代 の 人 々 の 具 体 的 な イ メ ー ジ を

提 供 す る と とも に,そ の時 代 の 基 底 的 ・総 合 的

な 情 報 も提 供 す る。 事 項 は,資 料 の 出 典 の 刊 行

年 月 順 に配 列 してい る。

た と えば,1873年11月 の 新 聞 に 次 の よ うに あ

る。 「人 々の頭 髪 が 一様 で ない こ とを憂 い て,だ

れ も が 帽 子 を被 る よ うに す る案(郵 便 報 知 新 聞

10/24/〈 投 書 〉)に対 して,帽 子 の案 は 一層 の苦 情

混 乱 の も と とな るだ ろ う,そ れ よ り断 髪 の 例 を

厳 し くす べ き で あ る。 新 潟 県 で は 楠 本 県 知 事 の

着 任 に よ って 説 諭 が 行 き届 き斬 髪 が 一 般 に 行 わ

れ,か つ男 女 が手 拭 い を被 って 往 来 す る弊 風 も

消滅 して い る(郵 便報 知 新 聞11/16〈 投 書 〉)。」,

あ るい は,1924年 に は,「 明 る くな った東 京 婦 人,

髪 か た ち着 物 の 好 み の 変 化 。 顔 の 化 粧 は エ ジ プ

ト風 に眉 を細 くす り さげて,眉 頭 よ り眉 尻 を下

げ て ひ く墨 の色 も くっ き りと して,瞼 の 周 囲 に

ほん の り と うか ぶ 紅 色 はや や 濃 く,唇 を横 一 風

に リン カ ク を は っ き り と見 せ て ひ くの が パ リジ

ア ン好 み の女 に 迎 え られ て い る(都 新 聞2/10(9

面))。 」,同 じ く1924年 に 「最近 で は 西洋 では,

フ ロ ック コー トは ご く田舎 で な けれ ば 着 な く な

った(都 新 聞3/8(9面))。 」な ど。

③ 〈そ の 年 の 情 景 〉(現況 画 像)一 各 年 の 身 装 の 状

況 を視 覚 的 に と らえ,当 時 の 様 子 を イ メ ー ジ し

や す くす るた め に,補 助 的 に 掲 載 して い る。 画

像 の 主 題 は 「景 観 」,「 未 婚 女 性 」,「 既 婚 女

性 」,「 男 性 」,「 子 ど も」,「 美 しい 人 」 で

あ り,各 事 例 を年 ご とに掲 載 した。

④〈回顧〉一現在のシステムでは,画 面の面積の
関係か らこの欄は組み込んでいないが,近 い将
来,公 開を実現 したい。

あとになって過去のことを思い出し,「昭和初

3.2事 柄 に関 す る テ キス トと画 像

1)テ キ ス ト

事柄 に関 す るテ キ ス トは,原 則 と して 同時 代

資 料 よ り,身 装 の 概 念 に該 当す る記 事 を選 定 し

た 。 採 録 の対 象 と な った,主 な資 料 は次 の新 聞

と雑 誌 で あ る。 『東 京 日 日新 聞 』,『 曙 新 聞 』,

『郵 便 報 知 新 聞 』,『 毎 日新 聞 』,『 朝 日新

聞 』,『 読 売 新 聞 』,『 平 仮 名 絵 入 り新 聞 』,

『東 京 絵 入 り新 聞 』,『 国 民 新 聞 』,『 都 新

聞 』,『 や ま と新 聞 』,『 時 事 新 報 』,『 萬 朝

報 』,『 女 学 雑 誌 』,『 以 良都 女 』,『 風 俗 画

報 』,『 家 庭 雑誌 』,『 都 の 花 』,『 新 小説 』,

お よび 『新 衣 裳 』,『 時 好 』 な ど の各 種 百 貨 店

カ タ ロ グで あ る。 事 柄 を要 約 し,す べ て の 事 柄

の 出 典 を明 らか に して い る。 さ らに,事 項 の 約

1/3は 全 文テ キス トを掲 載 してい る。

2)画 像

画像は,〈現況〉に関連した画像を,同 時代資

料より採録 した。現在の主たる資料は,信 葱性
の高い新聞連載小説挿絵である。とくに明治中

期(1880年 代後半を中心とした10数 年間)の

新聞連載小説挿絵は,身 装画像データとしての
有用な地位をしめている。この時は,わ が国の
身装発展史上きわめて重要な,話 題の豊富な期

間であったにもかかわらず,数 少ない風俗版画
や,撮 影の時期も人物も定かでない肖像写真の
たぐい以外に,具 体的な画像情報が掲載されて
いる同時代史料が乏 しい。このような状況のな

かで,新 聞連載小説の挿絵が,テ キス トを伴 う

指示性の高い身装画像情報 として,同 時代資料
とな りうることを検証 した【2]。当該期間の新聞

連載小説の多 くは,実 話が下敷きとなっていた
こと。作家も挿絵画家も新聞社の社員の身分で

あ り,一 般大衆の好みを常に反映することに努
力を惜 しまなかったこと。また,当 時は衣装の

資産価値が高 く,小 説などにおいてもその衣装
付けに詳 しかったこと。さらには,当 時の挿絵
画家は作家のテキス トにそって忠実に挿絵を再

現したこと。一方,そ の時代の素朴な読者は,
自分たちの世界を物差 しにした狭い範囲ででは
あるが,衣 食住についての描写に違和感があれ

ば,す ぐに文句を新聞社に直接に投げかけてい
たことなど,こ れ らの事実が,新 聞連載小説挿

絵の信悪性を証明した主な要因である。
したがって挿絵を利用するための小説は,原

則 として,掲 載とほぼ同じ時期を舞台とする現
代小説に限定した。
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3)文 化 変容 にか か わ る重 要 テー マ の 抽 出

資 料 を 収 集 ・分 析 しな が ら,身 装 の 文化 変 容

に か か わ る33テ ー マ を抽 出 した。 す な わ ち,

日本 の 身 装 の 西 洋 化 ・近 代 化 の 基 準 か らみ た 重

要 テ ー マ で あ る。 テ ー マ の 内 容 を ま とめ る と,

次 の通 りで あ る。 「流 行 論 ・階級 観 な ど身 装 の 社

会 的 評 価 」,「衣 料 品 等 の価 格,既 製 服,所 有数

な どの経 済 的 背 景 」,「婦 人雑 誌,海 外 情 報 な ど

の情 報 一 般 」,「衣 料 業 界」,「道 路 ・街 」,「照 明」,

「衣 服 改 良 ・改 良服 」,「標 準 服 ・国 民服 」,「衛

生 ・健 康 観 」,「衣 服 の各 種 ア イ テ ム」,「髪 型 」,

「化 粧 」,「着 装 す る人 の職 業 や 身 分 」な どで あ る。

これ らの テ ー マ は,検 索 キ ー と して 有 効 に働

く と考 え て い る。 ゆ くゆ くデ ー タ に付 与 し,統

制 され た検 索 キー と して実 現す る予 定 で あ る。

の レン ジを,50年 程 度 か ら数 年 程度 ま で切 り替

え る こ とが で き る。

〈現 況 〉欄 には,記 事 の 要約 を枠 で 囲 ん で表 示

して い る。 枠 内 右 上 の ボ タ ンを ク リ ック す るこ

とに よ り,詳 細 な情 報 を吹 き出 しの形 で 表 示 さ

せ る こ とが で き る。

4.シ ステム構成 と機能

本 シ ス テ ム は,Webブ ラ ウザ を使 用 して 年表

を表 示 す る表 示 シス テ ム と,そ の た め の デ ー タ

を 作 成 ・編集 す るた め の編 集 ツー ル とか らな る。

こ こ で は,画 面 表 示 例 を も とに これ らの機 能 の

概 要 を紹 介す る 図2〈 現況〉からの吹き出 しの表示例

4.1表 示 シス テ ム

表 示 シ ス テ ム の 画 面 は,ヘ ッダ ー部 と年 表表

示 部 か らな る。(図1)

ヘ ッ ダー 部 の右 に は,キ ー ワ ー ドを指 定す る

た め の テ キ ス トボ ック ス が あ る。 こ こ に キ ー ワ
ー ドを 入 力 す る と

,各 事柄 に付 加 され た 属性 項

目の うち,タ イ トル,記 事 内容,出 典 ・典 拠,キ
ー ワ ー ドとい っ た 項 目に入 力 され て い るデ ー タ

が検 索 され,ヒ ッ トした も の だ け に絞 っ た年 表

が,下 の年 表 表 示部 に表示 され る。

年表 表 示 部 は左 か ら,〈 ス ク ロー ル バ ー 〉,〈年

代 表 示 〉,〈現 況 〉,〈そ の年 の情 景 〉(現 況 画 像),

〈事 件 〉の欄 か ら構 成 され て い る。

〈事 件 〉は通 常 の年 表 と同 様 の 形 式 で あ る た め,

以 下 で は,こ れ 以外 の欄 につ い て概 略 を紹 介 す

る。

〈ス ク ロー ル バ ー 〉で は,年 表 の収 録 範 囲全 体

に わ た っ て 大 き くス ク ロー ル させ る こ とが で き

る。 小 さ くス ク ロー ル させ る に は,ス ク ロー ル

バ ー 以外 の箇 所 を ドラ ッグす る。

〈年 代 表 示 〉に は,年 単位(レ ン ジ に よ っ て は,

月 単 位)の 目盛 りが あ り、 背 景 色 が 薄 くな っ て

い る箇 所 が カ レン ト年 を示 して い る。 カ レン ト

年 に 対 応 す る事柄 が,〈 現 況 〉,〈そ の 年 の 情 景 〉,

〈事 件 〉の欄 に表 示 され る。 また,〈 年 代 表 示 〉に

は 当 該年/月 に含 まれ る記 事 の数 を ドッ トで表 示

して い る。 検 索 を行 っ た後 に これ を見 れ ば,記

事 の 分 布 状 況 が一 目で分 か る。 こ の欄 の上 に あ

る〈長 〉〈中 〉〈短 〉の ボ タ ン に よ り,年 代 表 示 部 分

図3全 文テキス トの表示例

ま た,記 事 の全 文 テ キ ス トが 用 意 で き た もの

に つ い て は,全 文 テ キ ス トへ の リン ク を 「*」

と して表 示 して い る。 図2で は見 え に くいが,

記 事 の 要 約 の右 下 に 「*」 が表 示 され てお り,

これ を ク リ ックす る と,図3の よ うに,元 とな

っ た記 事 を ス キ ャ ン した画 像 が別 ウィ ン ドウに

表 示 され る。

〈そ の年 の 情 景 〉欄 に は,〈 現 況 〉に 関連 した画

像 の サ ムネ イ ル を表 示 してい る。 これ を ク リ ッ

クす る こ とに よ り,解 説 が吹 き 出 しの形 で表 示

され(図4の 上)、 ダ ブル ク リ ックす る こ とに

よ り拡 大 画像 が表 示 され る(図4の 中央)。 こ

の 拡 大 画 像 は,画 像 の 下 に あ る+や 一の ボ タ ン,

ま た は ス ライ ダー に よ りズー ミン グ可 能 で あ る。
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ま ず,編 集 ツー ル 本 体 は,図6に 示 す よ うに ,
デ フ ォル トで は,3つ のエ リア に分 か れ てお り,左

に 〈索 引 ツ リー 〉,中 央 に〈年表 表 示 エ リア〉,

右 に く属 性 入 力 エ リア 〉とい う構 成 を と って い る。

〈索 引 ツ リー 〉の上 半 分 に は年 代,下 半 分 に は,

上 で 選択 した 年 代 の全 事柄(〈 現況 〉,〈そ の年 の

情 景 〉(現 況 画像),〈 事 件 〉)の リス トが 表示 さ

れ る。 年 表 中 の事 柄 は,年 ・月 の順 に並 べ られ

るが,月 が 同 じ事 柄 につ い て は,こ の リス ト中

で ドラ ッ グ&ド ロ ッ プす る こ と に よ り,ま た は,

後 で 述 べ る属 性 中 の順 序 の項 目に値 を入 力 す る

こ と に よ り,表 示 順 序 を指 定 す る こ とが で き る。

図4現 況画像の表示例

現 況 画 像 の 中 の一 部 分(複 数 も可)に 注 釈 が

付 け られ て い る場 合 は,図5の よ うに ウィ ン ド

ウの左 に ア ノテー シ ョン名 の 一 覧 が 表 示 され る。

これ を ク リ ックす る と図 中 に,該 当部 分 を示 す

枠 が 表 示 され る。

〈年 表 表 示 エ リア 〉は,前 述 の表 示 シ ステ ムで

Webブ ラ ウザ に表 示 され る の と ほ ぼ 同様 の画 面

レイ ア ウ トで表 示 され る。 但 し,年 を ま たが っ

て の ス ク ロー ル はで き ない 。 〈索 引 ツ リー〉の 中

か ら選 択 す るか,〈 年 表 表 示 エ リア〉の 各 〈現 況 〉

や く事 件 〉の 枠 の左 側 を ク リ ックす る と〈属性 入 カ
エ リア 〉に入 力 画 面 が現 れ る。 ま た,〈 索 引 ツ リ

ー〉か ら現況 画 像 を選 択す るか
,サ ムネ イ ル を ダ

ブル ク リ ックす る と ズー ミン グ可 能 な拡 大 画 像

が 中 央 に現 れ る。 拡 大 画 像 を表 示 した 状 態 で,

画 像 の 一 部 分 に注 釈 を付 け る こ とが で き る。 画

像 中 の 部 分 の指 定 に は,矩 形 や 楕 円 の枠 の他,

ラベ ル 付 きの 引 き出 し線 を用 い る こ とが で き る。

〈属 性 入 力 エ リア 〉の入 力 画 面か ら は,西 暦,

月,分 類,要 約(タ イ トル),作 者,挿 絵 画 家,

出典 ・典拠,重 要 テ ー マ,キ ー ワー ド,ノ ー ト,

順 序,公 開 等 の項 目を入 力 す る こ とが で き る。

「公 開 」 の項 目を使 うこ と に よ っ て,著 作 権 等

の 問題 で 当面 は公 開 す る こ とが で き ない デ ー タ

を,非 公 開 と してお く こ とが で き る。

図5現 況画像へのアノテーションの表示例

以 上 が 主 な 表 示 シ ステ ムの 説 明 で あ る が,本

シス テ ム には,特 定 の 年 をURL中 のパ ラメー タ

と して 指 定す る と,当 該 年 をカ レン ト年 と して

表 示 させ る機 能 も用 意 して い る。 さ らに,本 年

表 の 各 年 の頭 の部 分 に は,外 部 のデ ー タベ ー ス

を呼 び 出す た め の リン クが用 意 して あ り,「 年 」

をパ ラ メー タ と して外 部 デ ー タベ ー ス に渡 す こ

とが で き る。

4.2編 集 ツー ル

本 年 表 の よ うに複 数 の 欄 か らな る,少 し込 み

入 った デ ー タ を作 成 す る には,最 終 結 果 に で き

るだ け近 い形 を見 る こ とが で き る編 集 ツー ル が

あ る と入 力 ミス も少 な くな り,都 合 が よ い。 本

シス テ ム で は,次 の よ うな専 用 の編 集 ツー ル を

用 意 した。

本 編 集 ツー ル で は,画 像 デ ー タ以 外 は,す べ

てSQLiteに よ り管 理 してい る。 こ のデ ー タベ ー

ス で は,1つ のデ ー タベ ー ス が単 一 の フ ァイ ル

と して パ ソ コ ン 中 に作 られ るた め,バ ック ア ッ

プ コ ピー の作 成 や,他 のパ ソ コ ンへ のデ ー タ の

移 動 が容 易 で あ る。

編 集 ツ ー ル に は,タ ブ 区切 りのテ キ ス トデ ー

タの 入 出力 機 能 も用 意 して あ り、 エ クセ ル 等 を

使 っ て 作 成 した初 期 デ ー タ の一 括ロー ド等 に使

え る。 ま た 、差 分 で の ア ップデ ー トを行 う機 能

も設 け て い る た め,キ ー 項 目 と更 新 箇 所 の デー

タだ けか らな る フ ァイ ル を用 意 してお き,該 当

箇所 の み を更 新 可能 で あ る。 これ に よ り,予 め

分 担 を決 め てお け ば,複 数 のパ ソコ ン で,並 行

して入 力 や 校 正 作業 を進 め る こ とが で き る。

編 集 ツ ー ル は,上 で述 べ た編 集 ツ ール 本 体 の

他 に,通 常 の 画像 フ ァ イル を ズー ミン グ 可能 な

形 式 に変 換 す る ツ ー ルや,編 集 した デ ー タ を表

示 シス テ ム に 渡す た め の 変換 ツー ル な どか らな

って い る。
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図6編 集ツール

5.あ とが き

まず は,事 柄 の 文 宇 デ ー タに つ い て で あ るが,

〈事 件 〉・〈現 況 〉は 一応 の 完 成 をみ た 。 なお,

〈回 顧 〉の デ ー タは,〈 現 況 〉に とっ て の補 完 的 な

役割 を持 って お り,80年 間 の身 装 の全 体 像 を さ

らに深 く把 握 す るた め には 必 須 で あ る。 今後,〈

回顧 〉の 文字 デ ー タ を よ り充実 させ る と ともに,

現在 の シス テ ム と リンクす る方 法 を考 え,閲 覧 ・

検索 を可 能 と した い。

ま た,先 に述 べ た 重 要 テ ー マ の付 与 も実 現 し

な けれ ば な らない。

画像 デ ー タ につ い ては,各 年 平 均5枚 ×80年

間 で,合 計400枚 程 度 を用 意 した が,こ の うち,

約100枚 は現 在 著作 権 の 関係 上,公 開不 可 能 な

た め,必 要 に応 じて順 次,著 作 権 処理 を行 っ て

い く。

一 方 ,本 年 表 よ り早 くか ら取 り組 ん で い る,

近 代 日本 の 身 装 画像 デ 「 タベ ー ス は,本 年 表 と

の リン ク を 前 提 と して現 在 構 築 され っ っ あ る。

来年 度 中 に は 準備 を 終 え,年 表 との相 互 の リン

ク を 実 現 した い。 年 表 をデ ー タベ ー スへ の一 っ

の入 り 口 とす る こ とに よ っ て 、慣 れ な いデ ー タ

ベ ー ス を利 用 す る際,キ ー ワー ドと して何 を入

力 した ら よい か分 か らな い とい う問題 を解 消す

る一 つ の試 み と したい 。

ま た,〈 服 装 ・身 装文 化 デ ー タベ ー ス 〉の サ ブ

デ ー タベ ー スの ひ とつ で あ る 「服 装 関連 日本語

雑 誌 記 事(戦 前 編)」 と も リン ク を 図 る 計 画 を も

っ てい る。

さ らに は,国 外 で の研 究発 表 【3】を通 して 得 た

繋 が りを キ ッカ ケ と して,国 内 外 の,分 野 を 同

じ くす るデ ー タベ ー ス等 との連 携 を図 りた い。
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